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大学・学部・専攻学部別人数と受講率

Ｎ大理 Ｙ大 合数

工学 物理 数学 工学 教育

男子 人数 ２５ １２ ４２ １００ ６３ ２４２

％ ６０．９ ７５．０ ８７．５ ７８．７ ５２．９

女子 人数 １６ ４ ６ ２７ ５６ １０９

％ ３９．１ ２５．０ １２．５ ２１．３ ４７．１

合計 ４１ １６ ４８ １２７ １１９ ３５１

１学年 定数 １２４０ １４０ １００ ６９５ ２３０

受講率 ％ ３．５ １１．４ ４８．０ １９．１ ５１．７
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大学・学部別職業を意識した年代
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大学・学部別、卒業後の希望職種
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大学・学部別、担任との面談の有無
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公立、私立高校別担任との面談の有無

N大理
工

Ｙ大工
学

Ｙ大教
育

合計 割合％

公立高
校

あり ２６ ７２ ６３ １６１ ７３．５

なし １８ ２１ １９ ５８ ２６．５

私立高
校

あり ３７ ２３ ２５ ８５ ６４．３

なし ２４ １１ １２ ４７ ３５．７

合計 １０５ １２７ １１９ ３５１ １００
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3種類の進路指導と卒業後の希望職種
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受験時に職業生活を考えた程度
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受験時に職業生活を考えた程度
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入学決定動機と卒業後の希望職種
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入学決定動機と卒業後の希望職種
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工学部の自己評価（専門教科）
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工学部の自己評価（専門教科）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1 2 3 4 5

割
合

自己評価

異職種

拘泥せず

関係職種

同職種

13



教育系の自己評価（専門教科）
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Ｙ大学自己評価と希望職種の相関係数

工学系 教育系

普通教科 ０．２６１８ ０．１１３１

専門教科 ０．２８９１ ０．１７９１
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大学・学部別異職種希望割合

大学 Ｎ大学 理工 Ｙ大学

専攻系 工学 物理 数学 工学 教育

アンケート 回答
者数

４１ １６ ４８ １２７ １１９

異職種 回答者数 ５ ０ ２ １１ ５

割合 ％ １２．２ ０．０ ４．２ ８．７ ４．２
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異職種希望者の高校の担任との面談

大学 Ｎ大 理工 Ｙ大

専攻系 工学 物理 数学 工学 教育

異職種希望者
数

５ ０ ２ １１ ５

担任との面談あ
り （人数）

１ ＊ １ １ ３

〃 （割合％） ２０．０ ＊ ５０．０ ２７．２ ６０．０

担任との面談の
平均

６５．９ ６２．５ ５６．３ ７４．８ ７３．９
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ま と め

１．高校前に職業意識をするのは私立大学生の方が多い。

２．大学卒業後に同職種を希望するのは教育系が多い。

３．高校までのキャリアー教育をした方が、同職種を希望
する割合は多い。

４．大学入学決定時に職業を意識した者の方が、同職種を
希望する割合は多い。

５．自己評価の成績と希望職種との関係は、工学系はある
程度相関が認められたが、教育系では認められなかっ
た。

６．大学卒業後、異職種希望者が存在するのは、学校教
育に責任がある。
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結 論

大学卒業後の異職種希望者を尐なくする対策

１． 高校までの教育において、キャリアー教育を行
うこと。

２． 大学教育において、学力に自信が持てる教育
を行うこと。（学生自身も努力すること。）
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